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3 .赤血球膜に付着したレチナールが、近紫外光で短時間照射されると、 11 シス形はオールトラン











著者は視物質の発色団レチナールの11- cis から a l1-trans への光異性化が視細胞膜の興奮を誘導す
る機構の解明をめざして、レチナールの11-cis 型と a l1-trans 型で赤血球膜に対する生理作用がどの
ようにちがうかを比較研究した。この研究は 2 篇の論文から成っている。
第 l 篇ではメタノールに溶かしたシス型合よびトランス型レチナールをウサギ赤血球膜に作用させ
ると、中等濃度において後者が前者より溶血能が高いこと、また 2 0C の低温(溶血はおこらない)で
K+ の放出も著しいことを認めた。
第 2 篇ではレチナールの溶媒をイソプロパノールにかえて実験した。 5 0C においてシス型を近紫外
光で短時間照射すると、これがトランス型にかわるのが観察された。また、赤血球膜にシス型を作用
させて近紫外光で照射すると溶血がやや増強されるが、 トランス型ではこのような効果がみられない
ことを明らかにした。
これらの実験結果から、著者はレチナールのシス型からトランス型への異性化が、膜のリピド成分
を通じて透過性などの変化をもたらすと推論している。
著者の研究はレチナール異性体の細胞膜に対する生理作用を追究した興味ふかい研究で、理学博士
の学位論文として十分価値あるものと認める。
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